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―   　屋久杉の輪切り　　―

 

代表取締役　八田欣也

　この輪切り、直径２１５０ｍｍ　厚み２００ｍｍと　とにかくデカイです。

屋久杉伐採禁止の時代ですから、今後、絶対に入手できないものでもあり、

当社の「お宝」でもあります。

　樹齢は年輪を数えたところ９７２年でした。ただし、写真のように周りの

白太（辺材）部分は完全に腐って消失しており、残っているのは赤身（芯材）

部分だけになっています。本来有ったはずの白太部分は、直径２ｍ以上の巨

樹の枝葉まで養分補給することから、約２００ｍｍ程度は付いていたものと

推定されます。樹齢では１５０～２００年が追加されます。また、白太が完

全消失していることから伐採されて後、数百年（２００～３００年）経った、

江戸時代の「土埋木」である可能性が最も高いと考えられます。したがって

９７２年 ＋ １５０～２００年 ＋ ２００～３００年 ＝ １３２２～１４７

２年つまり、今から１３００～１５００年前（西暦５００年～７００年頃）

に種から芽が出て育ち始めたのだと考えています。この時代を「飛鳥時代」

といいます。「聖徳太子」が活躍していた時期にあたります。「冠位十二階の

制定（６０３年）」をはじめ、「憲法１７条」を６０４年につくり、世界最古

の木造建築・法隆寺も建立しました（６０７年）。日本という国が、国として

の礎をつくり始めた頃にあたります。

　国の歴史と共に育った屋久杉。この「歴史的自然遺産」は、岡崎製材本社

ウラの「リビングスタイルＨｏｗ’ｓ」の店舗内に展示してあります。是非ご覧

になってください。


